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四半期決算説明会開催の有無 ：無 

（百万円未満切捨て） 
１．平成23年12月期第2四半期の連結業績（平成23年1月1日～平成23年6月30日） 
（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円         ％ 百万円          ％ 百万円          ％ 百万円          ％

23年 12月期第2四半期 3,684 △55.1 △393  ― △716    ―  △137  ― 
22年 12月期第2四半期 8,202 △29.3 △450  ― △773    ―  △464  ― 

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

 円   銭 円   銭

23年 12月期第2四半期 △268.96 ― 
22年 12月期第2四半期 △909.78 ― 

 
（２）連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭

23年 12月期第2四半期 22,208 209 0.9 410.14
22年 12月期 24,832 346 1.4 678.20

(参考)自己資本 23年12月期第2四半期 209百万円 22年12月期 346百万円 

 
２．配当の状況 

 
年間配当金    

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期  末 合  計    

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭   
22年 12月期 ―    0   00 ―    0   00    0   00   
23年 12月期 ―    0   00   

23年 12月期(予想)  ― ― ―   

(注) 1.当四半期における配当予想の修正有無  ：有 

 2.平成23年12月期における期末配当においては未定であります。 

 
３．平成23年12月期の連結業績予想（平成23年1月1日～平成23年12月31日） 

(注)当四半期における業績予想の修正有無 ：無 

平成23年12月期の連結業績予想につきましては、現時点で合理的な算定が困難なため、開示を見合わせております。 

なお、当該理由につきましては、添付資料 3 ページ「1.当四半期の連結業務等に関する定性的情報（3）連結業績予想に関す

る定性的情報」に記載しております。 



 

４．その他  （詳細は、【添付資料】P.4「その他」をご覧ください。） 
 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

 新規 ―社 (社名)  、除外 ―社 (社名)  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 
 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：無 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：無 

② ①以外の変更 ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原

則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年12月期2Ｑ  537,964株 22年12月期 537,964株

② 期末自己株式数 23年12月期2Ｑ 26,866株 22年12月期 26,866株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 23年12月期2Ｑ 511,098株 22年12月期2Ｑ 511,098株

 
 
（※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示） 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の
開示時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しております。 

 
（※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項） 
  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間（平成23年４月１日～平成23年６月30日）における我が国経済は、東日本大震災の影

響により未だ国内経済の回復兆しは見られず、引き続き、厳しい雇用情勢、個人消費の停滞、デフレ動向、過剰な

円高傾向リスクなど、先行きは不透明な状況が続きました。加えて、電力供給の制限、流通の停滞等、潜在的な不

安要素も含め、景気下振れリスクが多数存在しているものと思われます。６月の日銀短観でも、景況感の目安とな

る大企業製造業の業況判断指数は、マイナス９となり、前回３月調査時と比べ ポイントも低下しております。 

当不動産業界におきましては、国土交通省が発表した６月の新設住宅着工戸数は前年同月比で ％増加したも

のの、貸家が増加する一方、持ち家は ％減と２ヵ月連続で減少しており、厳しい雇用・所得環境や東日本大震

災による影響で、一部弱い動きが見られ、特に東日本エリアをメインマーケットとしている当社の事業環境として

は未だ厳しい状況が続くものと考えます。 

このような状況下において当社グループは、企業としてこの震災における社会貢献を果たすべく、「震災復興プ

ロジェクト」と題し、共同事業主の協力のもと、第一弾として宮城県石巻市での分譲マンション開発をすることを

決定いたしました。 

また、本来３月に開催する予定でありました第19回定時株主総会を、震災の影響により７月28日に開催し、７月

29日付開示のとおり、当社の経営体制は新体制となり、当社を取り巻く各ステークホルダーの皆様のご支援にお応

えするべく、スタートを切る形となりました。 

なお、当第２四半期連結累計期間における当社グループの経営成績は売上高 百万円（前年同四半期比

％減）、営業損失 百万円（前年同四半期は営業損失 百万円）、経常損失 百万円（前年同四半期は経常損

失 百万円）、四半期純損失 百万円（前年同四半期は四半期純損失 百万円）となりました。 

  

なお、セグメントの業績は、次のとおりであります。 

  

＜分譲マンション事業＞ 

 分譲マンション事業におきましては、震災の影響も含め、依然として国内経済の先行き不透明感による消費マイ

ンドは低く、価格調整も続いている状況が続きました。また、一部のたな卸資産について早期処分を進めた結果、

利益率が低下し、売上高は 百万円（前年同四半期比 ％減）、営業損失は 百万円（前年同四半期は営業

損失 百万円）となりました。 

  

＜不動産流動化事業＞ 

不動産流動化事業におきましては、新規物件開発は凍結し、たな卸資産の圧縮に努めております。しかしなが

ら、当第２四半期連結累計期間におきましては販売実績がないため、売上高・利益ともに計上しておりません。 

  

＜不動産賃貸事業＞ 

不動産賃貸事業におきましては、安定的な賃貸収入の確保に努めております。この結果、売上高は 百万円

（前年同四半期比 ％減）、営業利益は 百万円（前年同四半期比 ％増）となりました。 

  

＜その他の事業＞ 

その他の事業におきましては、内装工事等の売上高が減少いたしました。この結果、売上高 百万円（前年同

四半期比 ％減）、営業損失は０百万円（前年同四半期は営業利益 百万円）となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は 百万円となり、流動資産は 百万円、固定資産は

百万円となっております。 

負債合計は 百万円となり、流動負債は 百万円、固定負債は 百万円となっており、純資産は

百万円となりました。 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整前四半期純

損失・債務買戻益を計上したものの、たな卸資産の減少、仕入債務の減少、長期借入れによる収入、長期借入金の

返済による支出等の要因により一部相殺され、前連結会計年度末に比べ 百万円減少し、当第２四半期連結会計期

間末には 百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果、得られた資金は 百万円（前年同四半期は 百万

円の獲得）となりました。これは主に、債務買戻益 百万円、役員退職慰労引当金戻入 百万円を計上したこ

との他、たな卸資産の減少額 百万円並びに仕入債務の減少額 百万円の要因によるものであります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果、使用した資金は 百万円（前年同四半期は 百万円の

獲得）となりました。これは主に、定期預金の払戻による収入 百万円、別段預金の預入による支出 百万

円、有形固定資産の売却による収入 百万円、その他の収入８百万円の要因によるものであります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果、使用した資金は 百万円（前年同四半期は 百万

円の使用）となりました。これは主に、短期借入金の減少額 百万円、長期借入れによる収入 百万円並びに

長期借入金の返済による支出 百万円の要因によるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

本年３月11日に発生いたしました東日本大震災の影響により、国内経済や業界市場の変動の影響が極めて大きい

ものと推定されるため、当社グループは、業績予想を合理的に行うことが困難と判断いたしました。今後、業績予

想が合理的に予測できる状況となり次第、速やかに開示する方針であります。なお、四半期業績につきましては、

迅速な開示を行ってまいる所存であります。 
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（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

たな卸資産の評価方法 

たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価

切下げを行う方法によっております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 会計処理基準に関する会計基準の適用 

a.資産除去債務に関する会計基準の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

b.企業結合に関する会計基準等の適用 

当第１四半期会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、「連

結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計基準」

の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７

号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分）及び

「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26

日）を適用しております。 

これにより損益に与える影響はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

当社グループは前連結会計年度に引き続き、厳しい事業環境が続いており、加えて、本年３月11日に多くの被災

者を出した東日本大震災による、今後の国内経済への影響は計り知れない状況であり、当第２四半期連結累計期間

においても、一部のたな卸資産について早期処分を進めた結果、利益率が低下し、営業損失 百万円、経常損失

百万円、四半期純損失 百万円を計上いたしました。 

また、平成20年12月期末時点において、株式会社三井住友銀行、株式会社あおぞら銀行、株式会社みずほ銀行、

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行をそれぞれエージェントとする４件のシンジケートローン契約に付されている財務制

限条項に抵触するとともに、平成21年５月27日には、当社グループが借り入れを行っている全取引金融機関に対し

て、同日以降に期限が到来した借入金について、返済条件等の変更交渉が纏まるまでの間、資金残高維持要請を行

なっております。 

当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

当社グループは当該状況を解消すべく、当社グループが最も得意とする地方衛星都市を中心とした分譲マンショ

ン事業への特化、不動産流動化事業に係る資産の早期売却、コスト削減プロジェクトチームの立ち上げによる販売

費及び一般管理費の大幅削減に努め、事業運営及び資金収支の安定化を図っております。 

また、当社グループは平成21年７月から上記内容を基本方針とした事業計画を策定し、全取引先金融機関への説

明を行うとともに、各金融機関に対する返済条件の変更を依頼しておりましたが、平成23年６月に全取引金融機関

への更なる条件変更の依頼をしたところ、既に９割以上の金融機関より応諾を得ております。 

財務制限条項に抵触している件につきましては、前連結会計年度中に株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行をエージェン

トとするシンジケートローン契約について、シンジケート団を解散・相対取引に変更し、同行の債務の買戻しを行

ったため解消しております。その他の各シンジケートローン契約につきましては、期限の利益喪失の猶予の承諾を

頂いており、上記の返済条件の変更依頼と併せて、更なる猶予の延長を依頼しております。 

しかし、これらの対応策は全取引金融機関と協議しながら進めている段階であり、現時点では継続企業の前提に

関する重要な不確実性が認められます。 

２．その他の情報

393

716 137
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 906 948

受取手形及び売掛金 194 93

販売用不動産 1,484 4,154

仕掛販売用不動産 8,867 8,944

未成工事支出金 16 17

貯蔵品 3 2

その他 433 222

貸倒引当金 △28 △26

流動資産合計 11,878 14,357

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,459 4,546

土地 4,971 4,985

その他（純額） 5 6

有形固定資産合計 9,436 9,538

無形固定資産   

のれん 664 722

その他 14 14

無形固定資産合計 679 737

投資その他の資産   

その他 409 391

貸倒引当金 △195 △192

投資その他の資産合計 214 198

固定資産合計 10,330 10,474

資産合計 22,208 24,832
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金 187 801

短期借入金 3,759 4,888

1年内返済予定の長期借入金 15,439 16,056

未払法人税等 35 21

引当金 － 7

その他 1,009 1,061

流動負債合計 20,430 22,837

固定負債   

長期借入金 1,071 892

引当金 14 266

その他 482 489

固定負債合計 1,568 1,648

負債合計 21,998 24,485

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,510 7,510

資本剰余金 1,286 1,286

利益剰余金 △7,224 △7,087

自己株式 △1,367 △1,367

株主資本合計 204 342

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 4 4

評価・換算差額等合計 4 4

純資産合計 209 346

負債純資産合計 22,208 24,832
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 

 至 平成22年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 

 至 平成23年６月30日) 

売上高 8,202 3,684

売上原価 7,095 3,068

売上総利益 1,107 616

販売費及び一般管理費 1,558 1,010

営業損失（△） △450 △393

営業外収益   

受取利息 1 0

受取賃貸料 55 47

金利スワップ評価益 4 －

その他 17 22

営業外収益合計 79 70

営業外費用   

支払利息 367 329

その他 34 64

営業外費用合計 402 393

経常損失（△） △773 △716

特別利益   

前期損益修正益 46 2

役員退職慰労引当金戻入額 － 254

債務買戻益 1,779 265

その他 7 112

特別利益合計 1,832 634

特別損失   

前期損益修正損 3 0

固定資産売却損 － 20

訴訟和解金 8 25

たな卸資産処分損 1,514 －

減損損失 － 2

災害による損失 － 5

その他 0 2

特別損失合計 1,526 56

税金等調整前四半期純損失（△） △466 △139

法人税、住民税及び事業税 3 3

法人税等調整額 － △5

過年度法人税等 △5 0

法人税等合計 △1 △1

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △137

四半期純損失（△） △464 △137
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（第２四半期連結会計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年６月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年６月30日) 

売上高 4,557 1,985

売上原価 4,249 1,578

売上総利益 307 407

販売費及び一般管理費 769 458

営業損失（△） △461 △51

営業外収益   

受取利息 0 0

受取賃貸料 27 23

金利スワップ評価益 0 －

その他 5 10

営業外収益合計 34 34

営業外費用   

支払利息 194 169

その他 26 33

営業外費用合計 220 203

経常損失（△） △647 △220

特別利益   

前期損益修正益 7 0

役員退職慰労引当金戻入額 － 254

債務買戻益 1,779 －

解約違約金収入 － 105

その他 2 6

特別利益合計 1,789 366

特別損失   

前期損益修正損 0 0

訴訟和解金 2 25

たな卸資産処分損 1,514 －

災害による損失 － 5

その他 － 0

特別損失合計 1,517 30

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△376 115

法人税、住民税及び事業税 1 1

法人税等調整額 － △3

過年度法人税等 △0 0

法人税等合計 1 △1

少数株主損益調整前四半期純利益 － 117

四半期純利益又は四半期純損失（△） △377 117
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 

 至 平成22年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 

 至 平成23年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △466 △139

減価償却費 67 64

のれん償却額 57 57

減損損失 － 2

災害損失 － 5

たな卸資産評価損 34 124

たな卸資産処分損 1,514 －

債務買戻益 △1,779 △265

金利スワップ評価損益（△は益） △2 －

匿名組合投資損益（△は益） △7 △8

貸倒引当金の増減額（△は減少） 16 7

賞与引当金の増減額（△は減少） 20 △7

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） － △254

退職給付引当金の増減額（△は減少） 0 2

受取利息及び受取配当金 △1 △0

支払利息 367 329

有形固定資産除却損 0 2

有形固定資産売却損益（△は益） △0 20

前期損益修正損益（△は益） △42 △2

売上債権の増減額（△は増加） △46 △100

たな卸資産の増減額（△は増加） 5,246 2,623

前渡金の増減額（△は増加） 1 △46

仕入債務の増減額（△は減少） △587 △614

前受金の増減額（△は減少） △72 15

その他の資産の増減額（△は増加） △14 △181

その他の負債の増減額（△は減少） 158 6

その他の固定資産の増減額（△は増加） 28 11

その他 7 10

小計 4,498 1,662

利息及び配当金の受取額 1 0

利息の支払額 △485 △251

法人税等の支払額 △9 △0

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,006 1,411
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 

 至 平成22年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 

 至 平成23年６月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △77 －

別段預金の預入による支出 － △114

定期預金の払戻による収入 － 60

拘束力のある普通預金の払戻による収入 865 －

有形固定資産の取得による支出 △3 －

有形固定資産の売却による収入 0 13

投資有価証券の売却による収入 100 －

貸付けによる支出 △9 △9

貸付金の回収による収入 3 3

匿名組合出資金の払戻による収入 － 9

その他の支出 △1 △2

その他の収入 3 8

投資活動によるキャッシュ・フロー 879 △29

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △578 △864

長期借入れによる収入 85 640

長期借入金の返済による支出 △4,154 △1,078

社債の償還による支出 △49 △172

配当金の支払額 △2 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,699 △1,477

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 186 △96

現金及び現金同等物の期首残高 772 589

現金及び現金同等物の四半期末残高 958 493
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当社グループは前連結会計年度に引き続き、厳しい事業環境が続いており、加えて、本年３月11日に多くの被災

者を出した東日本大震災による、今後の国内経済への影響は計り知れない状況であり、当第２四半期連結累計期間

においても、一部のたな卸資産について早期処分を進めた結果、利益率が低下し、営業損失 百万円、経常損失

百万円、四半期純損失 百万円を計上いたしました。 

また、平成20年12月期末時点において、株式会社三井住友銀行、株式会社あおぞら銀行、株式会社みずほ銀行、

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行をそれぞれエージェントとする４件のシンジケートローン契約に付されている財務制

限条項に抵触するとともに、平成21年５月27日には、当社グループが借り入れを行っている全取引金融機関に対し

て、同日以降に期限が到来した借入金について、返済条件等の変更交渉が纏まるまでの間、資金残高維持要請を行

なっております。 

当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

当社グループは当該状況を解消すべく、当社グループが最も得意とする地方衛星都市を中心とした分譲マンショ

ン事業への特化、不動産流動化事業に係る資産の早期売却、コスト削減プロジェクトチームの立ち上げによる販売

費及び一般管理費の大幅削減に努め、事業運営及び資金収支の安定化を図っております。 

また、当社グループは平成21年７月から上記内容を基本方針とした事業計画を策定し、全取引先金融機関への説

明を行うとともに、各金融機関に対する返済条件の変更を依頼しておりましたが、平成23年６月に全取引金融機関

への更なる条件変更の依頼をしたところ、既に９割以上の金融機関より応諾を得ております。 

財務制限条項に抵触している件につきましては、前連結会計年度中に株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行をエージェン

トとするシンジケートローン契約について、シンジケート団を解散・相対取引に変更し、同行の債務の買戻しを行

ったため解消しております。その他の各シンジケートローン契約につきましては、期限の利益喪失の猶予の承諾を

頂いており、上記の返済条件の変更依頼と併せて、更なる猶予の延長を依頼しております。 

しかし、これらの対応策は全取引金融機関と協議しながら進めている段階であり、現時点では継続企業の前提に

関する重要な不確実性が認められます。 

なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影

響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

393

716 137
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〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

(注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．各事業の主な商品 

(1）分譲マンション事業・・・・分譲マンションの企画・開発・販売 

(2）不動産流動化事業・・・・・賃貸マンションや商業施設の企画・開発・売却または中古オフィスビル等の

買取り、売却 

(3）不動産賃貸事業・・・・・・賃貸用マンションや商業施設等の賃貸業務 

(4）その他の事業・・・・・・・分譲マンションの販売代理収入及び内装工事等 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が ％のため所在地別セグメント情報の記載を省略しておりま

す。 

  

〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

海外売上高がないため海外売上高の記載を省略しております。 

  

（５）セグメント情報

  

分 譲 
マンション 
事 業 
(百万円) 

不 動 産
流動化事業
(百万円) 

不 動 産
賃 貸 事 業
(百万円) 

そ の 他 の
事 業
(百万円) 

計 
(百万円) 

消 去 又 は 
全 社 
(百万円) 

連 結
(百万円) 

売上高               

(1）外部顧客に対する 
売上高 

 7,319  －  411  472  8,202  －  8,202

(2）セグメント間の 
内 部 売 上 高 
または振替高 

 －  －  －  46  46  (46)  －

計  7,319  －  411  518  8,249  (46)  8,202

営業利益または 
営業損失 (△) 

 △691  －  212  57  △422  (27)  △450

100
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の分配の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

当社グループは、取扱商品及びサービスによる区分を基礎としたセグメントから構成されており、「分譲マンシ

ョン事業」、「不動産流動化事業」、「不動産賃貸事業」の３つを報告セグメントとしております。 

各報告セグメントに属する主な取扱商品及びサービスは次のとおりであります。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成23年１月１日 至 平成23年６月30日） 

（単位：百万円）

(注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、分譲マンションの販売代理事

業や内装工事事業等を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額 百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用

百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。 

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しております。 

  

報告セグメント 主な取扱商品及びサービス 

分譲マンション事業 分譲マンションの企画・開発・販売 

不動産流動化事業 
賃貸用マンションや商業施設の企画・開発・売却または中古

オフィスビル等の買取り、売却 

不動産賃貸事業 賃貸用マンションや商業施設等の賃貸業務 

  

報告セグメント 

そ の 他
(注)１ 

合計 
調 整 額
(注)２ 

四 半 期
連結損益
計 算 書
計 上 額
(注)３ 

分 譲 
マンション 
事 業 

不 動 産
流 動 化
事 業

不 動 産
賃 貸 事 業

計 

売上高                 

外部顧客への 
売上高 

 3,178 － 390 3,569 115  3,684  － 3,684

セグメント間の 
内部売上高又は 
振替高 

 － － － － －  －  － －

計  3,178 － 390 3,569 115  3,684  － 3,684

セグメント利益 
又は損益(△) 

 △525 － 212 △312 0  △312  △81 △393

△81

△81
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該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結会計期間末（平成23年６月30日） 

受取手形及び売掛金、支払手形・工事未払金、短期借入金が企業集団の事業の運営において重要なものとなって

おり、かつ、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。 

（注）金融商品の時価の算定方法 

(1）受取手形及び売掛金、(2）支払手形・工事未払金、(3）短期借入金 

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価格にほぼ等しいことから、当該帳簿価格によ

っております。 

   

当第２四半期連結会計期間末（平成23年６月30日） 

当社及び連結子会社は不動産賃貸借契約に基づく事務所等の一部に退去時における原状回復に係る債務を有して

おりますが、当該債務に関する賃貸資産の使用期間が明確でなく、現時点では移転計画もないことから、資産除去

債務を合理的に見積もることができません。そのため、当該債務に見合う資産除去債務を計上しておりません。 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）金融商品関係に関する注記

科目 
四半期連結貸借対照表 

計上額（百万円） 
時価（百万円） 差額（百万円） 

(1）受取手形及び売掛金  194  194  －

(2）支払手形・工事未払金  187  187  －

(3）短期借入金  3,759  3,759  －

（８）資産除去債務関係に関する注記
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（１）生産、受注及び販売の状況 

① 生産実績 

該当事項はありません。 

  

② 契約状況 

当第２四半期連結累計機関における契約状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．不動産賃貸事業に関しては、事業の性質上、契約状況を表示することには、馴染まないため除いております。

３．その他の事業に関しては、内装工事のみの契約状況を表示しております。 

  

③ 販売実績 

当第２四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．当第２四半期連結累計期間の分譲マンション事業における販売戸数は 戸であります。 

３．その他の事業には、販売代理事業における手数料収入が含まれております。 

４．補足情報

事 業 の 種 類 別 
セグメントの名称 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成23年１月１日 

至 平成23年６月30日） 

契約高 契約繰越残高 

戸数・件数 金額（百万円）
前年同期比 

（％） 
戸数・件数 金額（百万円） 

前年同期比 
（％） 

分譲マンション事業 戸 108  2,841  △59.2 戸 5  129  △83.0

不動産流動化事業 件 －  －  － 件 －  －  －

その他の事業 件 33  35  △72.7 件 2  17  △31.7

セグメントの名称 
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成23年１月１日 

至 平成23年６月30日） 
前年同四半期比（％） 

分譲マンション事業（百万円）  3,178  △56.6

不動産流動化事業（百万円）  －  －

不動産賃貸事業（百万円）   390  △4.9

その他の事業（百万円）  115  △75.5

合計（百万円）  3,684  △55.1

119
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